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局所領域における磁化の歳差運動はスピン波の波源となる。強磁性体薄膜に複数の波源を設け

ると波源間はスピン波を通じて相互作用が生じる。この現象は, 高周波デバイスや高感度センサ

等様々な用途への展開が検討されており、上述の相互作用に関する定量評価が必要となる。そこ

で、磁化の歳差運動とスピン波の相互作用の評価手法として、磁化の歳差運動に働くトルクを定

量的に評価できる ST-FMR法に着目した。 

本研究では、実験結果と数値シミュレーションによる解析によりその定量評価を検討する。歳

差運動とスピン波の相互作用を評価するために使用したシミュレーションモデルを Fig.1 (a)に示

す。歳差運動とスピン波の相互作用を評価するため、歳差運動領域を二か所とっている。シミュ

レーションより得られた磁化成分から算出した ST-FMR信号を Fig.1 (b)に示す。FMRによるピー

クよりも低磁場側にピークが複数確認された。これは実験結果と定性的に一致しており、歳差運

動とスピン波の相互作用によるものと示唆される。本講演では、数値計算結果と実験結果を比較

して議論する。 

 

Fig.1 (a) Simulation model. (b) ST-FMR signal with a gap of 1.0µm. 
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